
四万十市立中村西中学校   国語科学習指導案  ２年 価値を語る（君は「最後の晩餐」を知っているか・魅力を効果的に伝えよう 光村図書 国語２） 令和４年 1２月２１日（水） 

研究主題  見方・考え方をはたらかせ思考を深める授業づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

問題  絵のもつ価値を読み手に効果的に伝えるためには？ 

この単元と関連した領域の付いている力（◆） 
書くこと〔小学校５・６年〕 

◆ウ 目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感 

想、意見とを区別して書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方 

を工夫すること。 

◆オ 文章全体の構成や展開が明確になっているかなど、文章に対する感想や意見を 

伝え合い、自分の文章のよいところを見付けること。 

 

書くこと〔中学校第１学年〕 

◆ウ 根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文章になるように工夫すること。 

◆オ 根拠の明確さなどについて、読み手からの助言などを踏まえ、自分の文章のよ

い点や改善点を見いだすこと。 

 

生徒の実態と指導観 

【生徒の実態と学びの系統性】 

・生徒の実態･･･Ｒ３高知県学力定着状況調査より，現 2 年生の結果は，１年思判表Ｂ（１）

ウ「自分の考えを明確にして書いている」全国正答率＋13.6 に対して，「根拠を明確にしな

がら，自分の考えが伝わる文章になるように工夫している」全国正答率-3.8 となっている。

また、R4 標準学力調査において，1 年思判表 B（１）ウに関する問題は全国正答率+8.2 と

なっている。これらの結果から、自分の考えを明確にして書く力はあるが、根拠を明確にす

るという点において弱さがあると考える。 

指導観･･･「書くこと」だけに関わらず，「読むこと」でも根拠がどこにあるか，また，なぜ

根拠が明確であるといえるのかなどを読み取り，自分の考えを書く場面を設定している。1

年では，資料を引用してレポートを書くことで根拠を明確にして書くことをしているが，今

回の授業では，歴史的背景等を根拠として社会科と横断的に取り組むことで，根拠が明確で

あれば，より伝えたいことが効果的に伝えられることを確認し，ピクチャーガイドを作成し

ていくことを言語活動として設定した。 

 

この単元からつながっている領域の力（◆） 

書くこと〔第３学年〕 

◆ウ 表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど、自分の考えが分かりやす

く伝わる文章になるように工夫すること。 

◆オ 論理の展開などについて、読み手からの助言を踏まえ、自分の文章のよい点や改善

点を見いだすこと。 

本単元の目標 

学びに向かう力、人間性等 

粘り強く表現を工夫し、学習課題に沿ってより効果的な書

き方でピクチャーガイドを書こうとしている。 

               

言語活動 学習過程 学習活動 
評価規準（指導事項） 
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【第１～３時】 

①「富嶽三十六景 駿州江尻」(教科書ｐ185)を見て、絵か

ら分かる情報を整理する。 

②絵の価値を効果的に伝える視点に着目し、「君は『最後の

晩餐』を知っているか」を読む。 

③歴史を象徴する絵について集めた情報を整理する。 

知・技（２）ア 

意見と根拠、具体と抽象など情報と
情報との関係について理解することが
できる。 
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【第４時】 

紹介したい絵の価値が伝わる文章構成を考える。 

・伝える観点を付箋に書かせ、貼り直すなど文章の構成を 

 考える。 
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【第５時】 

Google ドキュメントを用いてピクチャーガイドを作成す

る。ICTの活用 

・２００字程度で作成する。 

 

【第６時 本時】 

絵の価値が伝わる文章になっているかを共有し、表現の工

夫と効果について検討する。 

書くこと B(１)ウ 

根拠の適切さを考えて説明や具体

例を加えたり、表現の効果を考え

て描写したりするなど、自分の考

えが伝わる文章になるように工夫

することができる。 

エ 

推
敲 

オ 

共
有 

【第７時】 

助言を手がかりに見いだした改善点をもとに、読み手の立

場になって文章を整える。 

・単元の振り返り 

絵の持つ価値を効果的に伝えるには？(２００字) 

書くこと B(1)オ 

 文章を読んで理解したことや考

えたことを知識や経験と結び付

け、自分の考えを広げたり深めた

りすること。 

 ： 

思考力・判断力・表現力等 
B(１)ウ 

 根拠の適切さを考えて説明や具体
例を加えたり、表現の効果を考えて描
写したりするなど、自分の考えが伝わ
る文章になるように工夫することが
できる。 

知識及び技能 
（２）ア 

意見と根拠、具体と抽象など情
報と情報との関係について理解す
ることができる。 

単元終了時のめざす生徒の姿 
・表現の効果を吟味し、自分の考えや絵の価値が
伝わる文章になるように工夫する姿。 
・粘り強く表現を工夫し、ピクチャーガイド 
の作成を通して語感を磨くことができている姿。 
 
 

言語活動 時代を象徴する絵の価値を語るーピクチャーガイドを作ろう 

単元末に目指す生徒の言語活動例 

・しぶきをあげる荒波を描いた１枚の浮世絵。これは江戸時代を象徴する画家、葛飾北斎の「神奈川沖浪裏」である。江戸時代初期から中期にかけて発展した浮世絵文化には、旅

をテーマにした作品が多く描かれている。町人文化の発展による平和な暮らしが続く中で、旅をしてみたいというあこがれの思いも風景画を魅力的に感じさせている。まるで富

士山が人々を見つめているような構図も見る者を惹きつけている。(１９７字) 

・この水墨画は雪舟によって室町時代に描かれたものです。室町時代の中期には貴族の力が衰え、武士が権力を握リ始めました。そうした混乱の中で貴族文化武士文化が融合し

て生まれた「東山文化」では「わび・さび」と呼ばれる落ち着いた雰囲気の作品が多く描かれています。水墨画の特徴である白黒の落ち着いた雰囲気が、貴族や武士という身分の

違いを越えて多くの人に好まれたのではないでしょうか。雪舟の水墨画には、混乱の世であっても人の心を落ち着かせる魅力があるのです。(２２３字) 
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社会科との関連 

「時代を象徴する絵を調べる」 



 

 

 

 

 

 

①前時の確認 

T：これまでの学習を振り返りましょう。単元ゴールについてこれまで

学習した内容での気づきをペアで確認しましょう。 

S：相手意識が必要 

S：構図を入れること 

S：興味を持ってもらえそうなことを入れる 

 

T：今書いているみんなの文章は、本当に絵の価値が伝わる文章になっ

ているでしょうか。 

S：友達に読んでもらってアドバイスが欲しい 

S：自分では分からない 

 

T：文章を書く時には読み手からの視点も大切ですね。今日は文章を共

有しながら、より相手に効果的に伝えるための工夫をみんなで見つけま

しょう。 

 

②めあての確認 

 

 

 

 

③ペアで文章を読み合う 

T：クロムブックを交換して、書いた文章をペアで読み合ってくださ

い。そのときに必ず気付きを付箋に書いて渡せるような読みをし

てください。 

※ペアでの交流 

読み終えたらクロムブックを相手に戻し、付箋に書いたコメントを

伝えてあげてください。 

 

④ペアの交流での気付きを共有する 

T：どのような気付きがありましたか。 

S：歴史的な背景がかかれていた 

S：分かりやすく書いていた 
 

T：どんなところが分かりやすかったのですか？ 

S：相手のことを考えて書いていた 

S：中学生にも分かる言葉で書いていた 
 

⑤課題や困りを共有する 

T：書いていて悩んだことや困ったところはないですか？ 

S：自分の考えが書けていなかった 

S：読む人のことまで考えていなかった 

S：どこを工夫すればよいか分からなかった 

 

⑥班で交流する 

T ：困っている部分について、みんなの意見をもとに解決できれば、

さらによい文章になりそうです。ではどうすれば絵の価値がさらに

伝わるか、班の中で共有しましょう。 

一番価値の伝わる文章を選び、良かった点をホワイトボードに書き

ましょう。 

⑦共通点を確認する 

T：良い文章の人達の共通点はどこでしょう？ 

S：構図について書けていた 

S：絵に込められた物語を想像していた 

S：絵を見たくなる表現があった 

 

T：どんな表現がありましたか？ 

S：見たままではなく、感じたことを言葉にしていた 

S：歴史とのつながりや初めて知る情報があった 

S：インパクトのある言葉があった 

 

T：どんな言葉ですか？ 

S:「かっこいい」 

S：君は「最後の晩餐」を知っているかで学習したような、例える表現 

を使っている 
 

T：「言葉」や「表現」がキーワードで出たので、教科書の p185をもう

一度確認してみましょう。 

 

 

⑦自分の文章を見直す 

T：班で確認した良い文章の共通点や、これまでの学習を踏ま

えて、自分の文章を読み返し、ノートに改善点を書きましょ

う。 

S：絵の情報が少なかったのでもう少し調べたい。 

S：キーワードも入れて書きたい。 

S：必要のない情報があったので削りたい。 

S：例える表現を使って読む人に分かりやすく伝えたい。 

S：文末を工夫して問いかけなどを入れる。 

 

⑧振り返りを書く 

T：次回は改善点をもとにピクチャーガイドを完成させます。

今日のめあてに対して、振り返りを書いてください。 

 

⑨振り返りを共有する 

T：振り返りを発表してください。 

 

〈指導上の留意点〉 

・問題や前時までの復習との関連から、本時のめあてを設定する。 

・交流時の注意点を視覚的に示す。（ＩＣＴ活用） 

〈指導上の留意点〉 

困り感のある生徒を中心に机間巡視を行い、学級全体で共有できるように意図的指名を行う。 

〈指導上の留意点〉 

友だちの考えを聞いて変容した最終的な「自分の考え」をノ

ートに記述させる。 

 

 

   

【本時の目標】 （本時 6/７時間） 

【本時における言葉による見方・考え方】 根拠の適切さに着目し、自分の考えと歴史的事実や調べた情報を関連付けて文章を工夫して書いている。 
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    ◎深い学びの実現に向けた「問題」と「めあて」の工夫  

絵の価値を語るためには、主観的な見方だけではなく、絵の背景を知ることも必要である。その

ため、社会科(歴史)との連携を図り、教科横断的な取り組みを入れることで歴史的背景を調べて根

拠とするなど、深い学びの実現に向けた手立てを設定した。 

また、絵にどのような価値があり、書き手がどのような考えを持っているのかを工夫して表現する

ことを本単元のゴールとして設定した。自分の考えを伝える活動に終始せず、相手意識を持って書

くためにも「読み手に効果的に伝えるには？」という疑問から表現の工夫が必要であるという視点

を持たせるような問いを設定した。 

◎教科の見方・考え方を働かせて課題解決させる手立て 

 単元を通して、絵の価値を伝えるための根拠が自分の考えと関連づけられているかを工夫しなが

ら書く力を付けたい。そのために、仲間との交流や既習事項の確認を行い、生徒が主体的に気付け

る場面を設定し、絵の価値を読み手に効果的に伝える文章を書くように指導する。 

導入   課題設定の流れとめあての共有 展開  思考を深めさせる活動（個人思考・班活動から全体共有） まとめ・振り返り 

評価規準：【思】書くこと B(１)ウ 

根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写したりするなど、自分の考えが伝わる文章になるように工夫することができる。 

単元ゴール 

絵のもつ価値を読み手に効果的に伝えるためには？ 

 

振り返り 

・絵を見たいと思えるような表現になっていなかったの

で、新しい情報を入れることとインパクトのある言葉を

使って次はもっといい文章にしたい。 

・どこを工夫すればよいか分からなかったが、友達の意

見を聞いて、問いかける表現を入れるなど工夫した。 

・必要のない文章が多くて長い文章になってしまった。

根拠となる情報をしぼって伝わる文章にしたい。 
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めあて： 表現を工夫し、絵の価値を伝える文章を書こう 
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ｐ184～185 

・作品の魅力を効果的に伝えるには 

・感じたことを表す言葉 

既習事項を再確認し、自分の文章を見直す視点をもたせる 



１時間目 生徒の書いた文章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


